
特 集 春よ来い　勝山左義長まつり

今年は干支の「卯」を日用品でにわかに表現

　その年の干支や吉祥にちなんだ作品を、生活用具を素材に選
び、「にわか」に作り上げる作り物。素材や作品からもじった「シャ
レ」を織り込んだ「書き流し」が添えられています。

各区の秀句をご紹介
　今年度から、各区の絵行燈に書かれたすぐれた句を
選出しています。

（選出者�▶�番傘ばんば川柳社　村井�長雄�氏）

第39回 行燈コンクール結果
賞 地区名

勝山市長賞 沢区
勝山市議会議長賞 芳野区
勝山地区区長会長賞 中後区
勝山左義長まつり
実行委員会委員長賞 立川区

勝山市観光
まちづくり株式会社賞 富田区

中日新聞社・
日刊県民福井賞 元町２丁目区

奨励賞

上郡区
下長渕区
上袋田区
下後区

（右）勝山左義長まつり実行員会 委員長　松
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ぶ
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出
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。
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催
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。
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。

　
今
年
、
困
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乗
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え
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催
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き
た
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に
は
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各
地
区
の
地
域
力
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あ
っ
た

か
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そ
だ
と
思
い
ま
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。

　
今
後
は
、
共
催
す
る
市
と
連
携
し
、
勝

山
左
義
長
の
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統
を
引
き
継
い
で
い
く
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に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
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と
思
い
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す
。
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ぶ
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て

第70回 作り物コンクール結果
賞 地区名

勝山市長賞 芳野区
勝山商工会議所会頭賞 沢区
勝山地区区長会長賞 中後区
勝山左義長まつり
実行委員会委員長賞 元町２丁目区

福井新聞社賞 富田区
福井テレビ賞 立川区

奨励賞

下後区
上郡区
下長渕区
上袋田区
上後区

●　芳野区 作り物　●
沢区 行燈
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書 き流し…１枚には、意義（意味・わけ）を書き、もう1枚には、
作品の素材と作り物を洒落言葉で表現した短歌。

月に向け　誓うは次の　五輪かな
� 茜
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　とびはねて
� 子どもも浮かれる　左義長まつり

（�芳野区�書き流し�より�）
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　世相風刺・狂歌・行政・観光・駄洒落を織り交ぜて
庶民の願望を絵と川柳で描く絵行燈。各区のバラエ
ティに富んだ絵行燈に、多くの見物客が足を止めて見
入っていました。

絵 行燈の始まり…小笠原藩主が「無礼講」とし
て庶民の気持ちを古川柳や狂歌に託すこと
を許したことが始まり！
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